
長澤 欽一さん
バーテンダー

優
秀
技
能
者

菓
子
製
造
工u

齊
藤

(

茨
島･

77
歳)

木
型
工u

故
池
田
知
直(

土
崎･

71
歳)

建
築
塗
装
工u

三
浦
満(

飯
島･

70
歳)

理
容
師u

岩
見
谷
尚
宏(

中
通･

68
歳)

調
理
師u

齋
藤
勇(

大
住･

67
歳)

石
工u

田
畑
和
男(

大
町･

63
歳)

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
師u

佐
藤
和
喜(

外
旭
川･

61
歳)

畳
工u

伊
藤
明(

大
町･

60
歳)

調
理
師u

菅
原
精
一(

大
町･

57
歳)

路
面
標
示
工u

加
賀
谷
勝
則(

将
軍
野･

51
歳)

隆

｢

技
能
功
労
者｣

は
、
30
年
以
上
の
経
験
と
優

れ
た
技
能
を
持
ち
、後
進
の
指
導･
育
成
な
ど
、

他
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
か
た
に
、｢
優
秀
技

能
者｣

は
、
各
種
大
会
入
賞
な
ど
、
優
れ
た
技

能
を
持
っ
て
い
る
か
た
に
贈
ら
れ
ま
す
。

今
年
度
の
表
彰
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

表
彰
式
は
、
11
月
21
日
(木)
午
後
３
時
30
分
か

ら
秋
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
で
行
い
ま
す
。

商
工
労
働
課
☎(

８
６
６)

２
１
１
４

技
能
功
労
者
・
優
秀
技
能
者
表
彰

三浦 満さん
建築塗装工

技能功労者

建
築
板
金
工u

大
場
明
男(

外
旭
川･

56
歳)

バ
ー
テ
ン
ダ
ーu

長
澤
欽
一(

楢
山･

47
歳)

調
理
師u

石
塚
和
美(

河
辺･

46
歳)

厨
房
設
備
士u

佐
々
木
裕(

四
ツ
小
屋･

42
歳)

と
び
工u

船
越
豊
樹(

外
旭
川･

40
歳)

思
い
が
け
な
い
受
賞
で
驚
い
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
、

あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
塗
装
一
筋
55
年
、

今
で
も
日
々
の

仕
事
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
健

康
が
続
く
限
り

が
ん
ば
り
ま
す
。

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
仕
事
は
お
客
さ
ま
と

の
出
会
い
が
魅
力
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の

た
く
さ
ん
の
出
会
い
が
私
の
財
産
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ま
の
期
待
を
裏
切
る

こ
と
が
な
い
よ
う
日
々
精
進
し
て
、
末
永

く
お
付
き
合
い
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

優秀技能者

(

以
上
、
敬
称
略)

技能功労者

よ のろこび 声

を
称た

た

え
て

技

そ
の

〞

〝
平
成
25
年
度

秋
山
勇
吉(

旭
川)

／

橋
京
子
、
江
川
幸

子
、
傳
野
五
百
子(

新
屋
勝
平)

／
小
松
友

子
、

橋
知
子(

大
住)

／
増
川
誠
子(

将
軍

野)

／
渡
辺
り
ょ
う
子(

金
足)

／
鈴
木
チ
ヨ

子(

上
北
手)

／
小
林
ア
チ
子
、
長
坂
京
子
、

福
田
英
美
子
、
渡
邉
惠
子(

上
新
城
）
／
猿

田
吉
子(

川
尻)

／
鎌
田
良
子
、
佐
藤
正
秀

(

外
旭
川)
／
森
合
映
子(

太
平)

／
其
田
甫

郎
、
佐
々
木
成
子
、
清
水
ミ
ネ
、
渡
邊
富

雄(

寺
内
小)
／
田
口
フ
サ
子
、
小
田
島
惠

子(

仁
井
田)

髙

髙

団
体
表
彰

秋
田
市
で
は
約
１
千

500
人
の
保
健
推
進
員
の

み
な
さ
ん
が
、
健
康
診

断
の
周
知
や
子
育
て
支

援
、
健
康
教
室･

相
談

な
ど
を
行
い
、
地
域
で

の
健
康
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
15
年
以
上

継
続
し
て
保
健
推
進
員

活
動
を
進
め
て
こ
ら
れ

た
１
団
体
と
、
保
健
推

進
員
と
し
て
10
年
以
上

継
続
し
て
健
康
づ
く
り
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ

た
23
人
の
み
な
さ
ん
に
、
市
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

感謝状贈呈式で(10月30日、秋田ビューホテル)

広
面
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

敬
称
略
。
カ
ッ
コ
内
は
地
区
名

個
人
表
彰

受
賞
者
か
ら
ひ
と
こ
と

旭
川
地
区
で
は
乳

幼
児
向
け
の
子
育
て

学
級
や
、
高
齢
者
向

け
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
お

楽
し
み
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
健
推

進
員
に
な
っ
て
10
年
に
な
り
ま
す
が
、
参
加

し
た
か
た
が
笑
顔
で
帰
る
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
こ
ち
ら
も
元
気
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気

が
し
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
企
画
を
考
え
て
、
健
康
づ
く

り･

元
気
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
で
す
。

秋山勇吉さん

地域での保健推進に
敬意を表して感謝状

保健予防課☎(883)1178問い合わせ

健
康
づ
く
り･

元
気
づ
く
り
に
一
役
！

６



｢
空
き
家｣

と
は
、
現
在
、
人
が
居
住･

使
用
し
て
い
な
い
も
の
、
ま
た
は
そ
れ
と
同
様

の
状
態
に
あ
る
建
物
を
い
い
ま
す
。
最
近
、
秋
田
市
で
も
空
き
家
が
増
え
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族
が
住
ん
で
い
た
家
は
大
丈
夫

で
す
か
？
　
今
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

き
家
に
関
し
て
、
家
屋
の
倒
壊
や

破
損
、
落
雪
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
住

民
の
生
命
や
財
産
に
危
害
を
お
よ
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
、
ま
た
は
実
際
に
影
響
が
あ
っ

た
と
い
っ
た
苦
情
、
相
談
、
要
望
な
ど
が

市
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

建
物
が
倒
壊
し
、
物
が
落
下
す
る
な
ど

し
て
近
隣
の
家
屋
や
通
行
人
な
ど
に
被
害

を
与
え
た
場
合
、
そ
の
建
物
の
所
有
者
ま

た
は
占
有
者(

※)

は
、
損
害
賠
償
な
ど
の
管

理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
は
個
人･

会
社
な
ど
の
資
産
で
あ

り
、
所
有
者
が
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
が

原
則
で
す
。
強
風
で
屋
根
が
飛
ん
だ
り
、

落
雪
が
近
隣
に
被
害
を
お
よ
ぼ
し
た
り
し

な
い
よ
う
、
定
期
的
に
建
物
の
状
態
を
確

認
し
、
必
要
な
場
合
に
は
修
理
や
除
雪
を

空
き
家
の
適
正
管
理
を

お
願
い
し
ま
す

※
所
有
者
＝
持
ち
主
、
占
有
者
＝
実
際
に
使
っ
て
い
る
人
。

行
う
な
ど
、
適
正
な
保
守
管
理
を
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

特
に
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
前
に
、
現
在
、
空
き
家
を
所
有
し
て
い

る
、
ま
た
は
家
族
の
転
居
な
ど
に
よ
り
空

き
家
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
場
合

は
、｢

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
か｣｢

将
来

的
に
誰
が
管
理
す
る
か｣

な
ど
、
も
う
一
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
通
行
人
な
ど
に
危
害
を
お
よ
ぼ
す
よ
う

な
危
険
な
空
き
家
に
関
す
る
相
談

防
災
安
全
対
策
課
☎(

８
６
６)

２
０
２
１

▼
そ
の
他
、
相
談
窓
口
の
案
内
・
紹
介

市
民
相
談
セ
ン
タ
ー☎(

８
６
６)

２
０
３
９

空
き
家
に
つ
い
て
の
相
談
は
こ
ち
ら
へ

空

雪
が
降
る
前
に
再
確
認
！

一つ森公園自由広場の古くなっ

たテーブルとベンチを、ボランテ

ィアで修理した秋田建築労働組合

青年部に、10月23日、秋田市から

感謝状を贈りました。

青年部が行うボランティアは今

年で12年目。地域貢献活動の一環

として、毎年市の公園や施設など

を修理していただいています。

秋田建築労働組合青年部の
ボランティア活動に感謝状

猪田青年部長(左)へ 橋建設部長から
感謝状を贈呈

髙

10月28日、秋田市と赤帽秋田県

軽自動車運送協同組合との間で、

「災害時における軽自動車輸送の協

力に関する協定｣を締結しました。　　　

協定では、市内で大規模な災害

が発生した際、軽自動車による救

援物資の輸送や、災害情報の収

集・提供について、互いに連携・協

力していくことを定めています。

赤帽軽自動車運送協同組合
と災害時の協力を確認

協定書を手にする同協同組合の
佐藤敬一代表理事(左)と穂積市長

雪寄せ･雪下ろし
事業者を募集

宅地内の雪寄せや雪下ろしを

する事業者の情報を、広報あき

たと秋田市ホームページでお知

らせするため、掲載を希望する

事業者･団体を募集します。

ただし、仕事の仲介やあっせ

んをするものではありません。

申し込み

防災安全対策課(市消防庁舎３

階)、または市ホームページか

ら申込書を入手し、11月21日

(木)(必着)まで、郵便かFAX、E

メールでお申し込みください。

〒010-8560 秋田市防災安全

対策課 FAX(823)5099

ro-gnds@city.akita.akita.jp

☎(866)2021

広報あきた　平成25年11月15日号７


